
柏崎市では、平成28(2016)年度から旧庁舎跡地利活用の検討を進めています。
令和2(2020)年度は、利活用コンセプト(案)、核となる公共施設について検討を
行い、民間事業者との対話(サウンディング型市場調査)を行いました。
令和3(2021)～令和4(2022)年度は、PFI等事業の効果の検証や事業手法の検討
を行い、官民連携手法であるＤＢＯ方式での事業実施を決定しました。
令和5(2023)年度に事業者選定の公募型プロポーザルを実施しましたが、事業者の参
加辞退により、中止となりました。その後、参加事業者へのヒアリング結果を踏まえ
て、事業方式を従来方式(個別発注方式)に変更することを決定しました。

旧庁舎跡地の特徴

柏崎市旧庁舎跡地利活用の
検討経過報告

若者が集まりやすい環境（教育文化施設が集積）
＜半径500ｍに立地する施設＞
・県立高校2校(柏崎高校(生徒数575名）、柏崎工業高校(学生数441名）
・市立中学校１校（第一中学校(生徒数162名)）、市立小学校1校(柏崎小学校(生徒数417名)）
・市立図書館(利用者数約33万人/年)、陸上競技場(利用者数約6万人/年) 、アクアパーク(利用者数約15.6万人/年) 

武道館(利用者数約2万人/年) 
・商店街には衣料品店や飲食店等のほか、学習塾やスポーツ教室が多数立地。 ※数字は令和元(2019)年度実績
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2 市民の認知度が高い場所(中心市街地に位置)
・中心市街地に位置し、商店街(駅前、本町通り、えんま通り、諏訪町)に隣接。
・えんま市やぎおん柏崎祭りなど、多くのイベントが行われる。
・旧市役所庁舎跡地のため、柏崎市民にとって馴染み深い場所。

3 中央地区の中心地であり、安心･安全で利便性の高い場所
・地理的、人口の分布からみても、旧庁舎跡地は中央地区の中心に位置 → 中央地区の皆さんが集まりやすい場所。
・災害ハザード指定区域から離れており、かつ、隣接する道路には消雪パイプが整備されるなど、安心･安全で利便性の高い場所。

１

検討の前段で、旧庁舎跡地の地理的特徴を再整理しました。

写真-柏崎高等学校

写真-柏崎市立図書館
ソフィアセンター

写真-陸上競技場

令和6（2024）年８月



２ ３



・令和3(2021)年１月に市役所が駅前に移転することで、まちの骨格が変わることが想定されることから、
柏崎駅周辺部及び旧庁舎周辺部の土地利用状況等を調査しました。

・あわせて、旧庁舎の解体費用、土地の評価鑑定を実施しました。

・旧庁舎周辺の町内役員、商店街振興組合等で旧庁舎跡地利活用
ワークショップを開催しました。旧庁舎跡地に求められる機能、
内容、運営主体を整理しました。

・市内の関係団体へ利活用意向調査を実施(事業費、主体問わず、
跡地に望ましい機能を調査)しました。

●旧庁舎跡地利活用ワークショップの開催

市役所旧庁舎跡地の活用 駅前５街区の活用 既存施設・空間の活用駅前ふれあい広場の活用

駅前ふれあい広場の活用

既存施設・空間の活用
機 能 内 容

公共施設
市内の老朽化している公共・公益施設の建替え
シビック・コア制度を活用した官公庁施設の一体的
整備

商業施設
（物産販売等）

お菓子や酒など市の物産に特化した特色ある商業
施設

市民交流施設 生涯学習に活用できるスペース

スポーツ施設
軽装備の建物（屋根付き）で、冬でも利用できる
スポーツ施設
水球利用を主体とした、スタンド付きのプール施設

暫定施設 広場、屋根付きイベントスペース、駐車場を備えた
多目的施設

駐車場 イベント時の臨時駐車場

広場・公園
人工芝の多目的広場、スポーツ各種イベントに活用
公園に子育て施設やカフェなどの併設

住宅地 分譲住宅地、集合住宅地
バスターミナル 小型バスを駅の間で巡行運行
農園 市民農園、レンタル農園
起業支援施設 チャレンジショップや屋台村など

平成28(2016)年度

平成29(2017)年度

●まちを活性化する４つのシナリオ

駅前公園（秋の収穫祭）

・平成29年度に駅前ふれあい広場の
活用者を公募した結果、㈱植木組が
本社を移転することになりました。

フォンジェ内
（コツコツ貯金体操センター）

ワークショップの様子 成果発表の様子

・既存施設の有効活用や、公共空間
のにぎわい創出に向けた活用を行っ
ています。

Ｈ31.4開業

表 ー ワークショップでの提案内容
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②手 法:民間活力の活用・官民連携
③活用までのスケジュール
・R3(2021)活用決定
・R5(2023)～旧庁舎解体･活用開始

①方向性:にぎわい創出の場
●跡地利活用検討の前提条件を整理 ●ワークショップ提案内容の評価

平成30(2018)年度

平成29年度に実施したワークショップ結果、平成30年度
に実施したアンケート調査結果を踏まえ、にぎわい創出
の方向性、実現性の項目で、提案内容を評価しました。
その結果は右に示すとおりです。

軽装備の建物で、冬でも利用できるスポーツ施設

公園に子育て施設やカフェなどの併設

お菓子や酒など市の物産に特化した特色ある商業施設

市内の老朽化している公共･公益施設の建替え

シビック･コア制度を活用した官公庁施設の一体整備

公共性

民間

①庁内検討会議を組織し、旧庁舎跡地利活用の３つの前提条件（旧庁舎跡地活用の方向性、手法、
活用までのスケジュール）を整理しました。

②平成29年度のワークショップの結果を補完するため、旧庁舎周辺にお住まいの若者・女性にアンケート
調査を実施しました。

③上記を踏まえ、ワークショップでの提案内容を方向性、実現性の項目で評価しました。

に
ぎ
わ
い
レ
べ
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大

小

2007.7
中越沖地震

市民会館倒壊

過去

現在

方向転換

にぎわい
創出

将来

2021.1
市役所移転

市役所
+

市民会館

市役所

中心市街地の
魅力づくり

多世代が集う

まちなか居
住の推進

民間活力の
活用

防災機能

都市機能の
維持･増進

このままだと…

※にぎわい創出の方向性
多世代が集う、まちなか居住の推進、民間活力の活用

※実現性
経済性(初期投資・維持管理費)、継続性、市民ニーズ等）

令和元(2019)年度

・国の支援を受けながら、関係機関や民間企業へのヒアリング調査を行い、検討を深めました。
・国や県からは、財政難であり、旧庁舎跡地に国や県の公共施設を移転させることは難しいとの回答があ

りました。
・民間企業からは民間単独利活用の可能性はほぼないとの意見をいただきました。

⇨これらの結果を踏まえ、市の公共施設を取り入れた活用方法を検討することにしました。

●国の補助事業採択を受け本格的な検討を開始

●国や県など関係機関、民間企業へのヒアリング調査を実施

令和2(2020).3.17 柏崎日報

・国土交通省の「官民連携モデル形成支援事業」に、柏崎市の提案が
採択されました。現在、国土交通省の支援を受けながら、中心市街
地のにぎわい創出に向けた市役所旧庁舎跡地の活用について、官民
連携の可能性調査を進めています。

・国土交通省主催のサウンディング調査（12/5
開催）に参加しました。

＜主な意見＞
・旧庁舎跡地は、地勢、土地の地形からみて民間
主導で事業が進む立地条件ではない。民間単独
利活用の可能性はほぼないという結果でした。

・国や県は、市のまちづくりの方針に協力するが、財政難でもあり、
積極的に施設の移転を進めることは難しいとのことでした。

・また、市内民間企業からは具体的な活用意向、実現可能性のある提
案はありませんでした。

サウンディング調査の様子
※サウンディング調査:民間事業者との意見交換を通じ、事業に対しての参入の可能性や、活用に関する様々なアイデアを把握する方法。

●国土交通省主催サウンディング調査 に参加
※

５





市内・県内事業者（5者）
全国規模のデベロッパー･コンサル
（4者）

・民間単独活用の市場性の有無
・官民連携で想定できる事業

・地勢、土地の形状からみて民間主導で事業が進む立地条件
ではない。

・民間単独で利活用を行う可能性はほぼない。
・市が核となる公共施設を取り入れるなど明確な活用方針(方

向性、市の負担、所有形態等）を定めないと民間企業から
の提案は出にくい。

国交省主催サウンディング調査･国･県･市内民間企業ヒアリング対話①(R元(2019)年度)

・市内にある国や県等の施設も老朽化していることから、旧
庁舎跡地利活用の意向について確認した。

・結果、市のまちづくり方針に協力するが、財政難のため積
極的に施設移転を進めるのは難しいとの回答。

・引き続き、国や県と連携した活用も視野に入れ検討。

民 間
事業者

国(関東財務局新潟財務事務所)
県(新潟県管財課)

・老朽化している施設の建替え
用地としての活用可能性

・活用の条件 等

お問い合わせ先
柏崎市 都市整備部 都市計画課 TEL.0257-21-2298 FAX.0257-23-5116
〒945-8511 柏崎市日石町２番１号 E-mail toshikeikaku@city.kashiwazaki.lg.jp

８

旧庁舎跡地利活用の検討状況は市のホームページでも
ご覧いただけます。 柏崎市旧庁舎跡地 🔎検

索

市内・県内事業者、全国規模の
デベロッパー･運営事業者（８者）

・官民連携の可能性
・事業提案(手法、事業期間 等)
・民間付帯施設(内容、規模 等)

国交省主催サウンディング調査、市主催サウンディング調査対話②(R2(2020)年度)

・オープン型での意見交換であったため、具体的な提案は出
なかった。

・公募時期について、参加者に確認したところ、令4(2022）
年度実施の方が参画しやすいといった意見が多数であった。

・旧庁舎の解体は、行政による解体希望が多数であった。

国土交通省
主催

R3(2021).1

柏崎市
主催

R2(2020).12

全国規模デベロッパー･ 運営事業者
(９者)

・官民連携の可能性
・事業提案(手法、事業期間 等)
・民間付帯施設(内容、規模 等)

・中央コミセン、屋根付き多目的広場以外の公共施設として、
健康増進施設、子育て支援施設、学習室、コワーキングス
ペース、テレワークスペースなどの提案があった。

・民間施設として、高齢者関連施設、中規模商業施設、クリ
ニック、民間保育園、スポーツクラブ、カフェ、土産物店、
分譲戸建住宅などの提案があった。

・これまでの民間事業者との対話を踏まえ、核となる公共施設を「中央地区コミュニティセンター」「屋根付き多目
的広場」としました。その他、提案のあった健康増進施設や子育て支援施設などは、公共施設として整備せず、利
活用コンセプトに合致し、民間の独立採算で実施できるものについては、民間施設として整備できるものとします。
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PFI等事業の効果の検証
民間参入の可能性調査
事業手法の検討

令和元(2019)～令和２(2020)年度

令和3(2021)～令和6(2024)年度

参加者辞退

参加事業者への
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事業手法の変更
従来方式

(個別発注方式)


